
２６期が頑張っています。 武田 吉治 

 私は昨年現在京都府歯科医師会 地域保健部次長を拝命して活動しています。 

 地域保健というのは何の部署かというと、主に訪問歯科診療について各群市区歯

科医師会の連絡調整・研修をしています。現在推し進めているのは在宅・病院・施設

における高齢者の訪問歯科治療をされる歯科医師をマネージメントする事業です。 

つまり高齢者が歯科疾患や摂食嚥下障害で困っている時、下記の書類を口腔サポー

トセンターに送って頂ければ訪問担当する歯科医師を紹介するシステムのことです。 

  

この書類は京都府歯科医師会のホームぺージに入って口腔サポートセンターの所か

らダウンロードできます。 

 現在訪問する歯科医師・歯科衛生の質の向上の為に人材養成を行っています。 

この事業により一人でも多くの高齢者の一助になればと思っています。 

 

昨年来口腔サポートセンターに舞い込む依頼は、高齢者だけではなくなってきてい

ます。日本は周産児医療がとても発達し、世界でもトップクラスである為乳児の殆

どは命が助かります。しかしそのため超重症身体障害児も何％かは生まれてきます。

NICU（新生児特定集中治療室）から退院され在宅で療養されている超重症心身障害

児（乳幼児）を訪問して診療してほしいとの依頼が舞い込むようになりました。そ

の主訴は口腔ケア・摂食嚥下障害であり、歯科関係者は研修し訪問診療しています。

現在、京都府歯科医師会を上げて頑張っている所です。 

 

 



お知らせ 

 

２６期が頑張っています。 武田 吉治 

 

 ① 訪問診療で患者の人生の最終段階を見てきたことから、これから関わる歯科

職や多職種の為、看取りについての基本的な事項を説明する為に下記の講演

会を致しました。 

  

添付文書 南京都 NST Ｈ２８年１月開催チラシ 

 

 

 ② 医療・介護に関する問題の医療・介護連携や地域住民の連携の為 縛りの少

ない緩やかな会を企画しました。皆さまご興味があればぜひご参加下さい。 

 

  添付文書 ふれあいカフェ・うじ 

 

 


